



















































































































































































































































そこで実証研究を行った結果、次のように結論づけることができる（図 2）。  
遊び集団は、その場に居合わせた子どもたちで形成される集団であるから、そこでの役
割期待や行動規範は成員のシンボリックな相互作用によって設定され、常に社会学的アン
ビバランスを含みながら、ポジティブ・フィードバックがかかり、構造生成を繰り返す集
団であると仮定したが、このことは支持されなかった。ただし、社会学的アンビバランス
を回避するというメカニズムが働き、構造生成というよりも、むしろ遊び集団自体の構造
を形骸化させることで、集団を維持しようとする傾向がみられたことは新たな知見である
といえる。  
エリートアスリート集団は競技力向上という明確な目的で集められた機能的集団であり、
競技に関する社会学的アンビバランスに対してはポジティブ・フィードバックがかかり、常
に革新的な役割期待や行動規範を創りだしながら構造生成しやすい集団であると仮定したこ
とは支持された。つまり、能力性と合法性が、忠節性と道徳性を凌駕することによって、勝
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利に対してはポジティブ・フィードバックがかかり、勝つためには手段を選ばないという
役割期待と行動規範が形成され、勝利至上主義の集団へと構造生成したと考えられる。  
学校運動部集団は、競技力向上及びスポーツ選手の養成という社会的役割と、学校教育に
おける課外活動としての教育的役割との矛盾によって惹起される社会学的アンビバランスに
対して、伝統的な価値観を堅持するためにネガティブ・フィードバックがかかり、構造維持
に向かう集団であると仮定したことは支持された。つまり、学校運動部集団が伝統的に堅持
してきた上下関係による役割期待や行動規範が、競技力向上に対してネガティブ・フィード
バックをかけ、教育的集団として社会化するメカニズムが働き、学校運動部集団の構造を維
持しようとしているのである。  
 
体育学習集団は、学習指導要領によって、役割期待と行動規範が明文化されており、社
会学的アンビバランスあるいは逸脱的行為については、明確な基準によってネガティブ・
フィードバックがかけられ、社会化するメカニズムが働き、構造維持に向かう集団である
と仮定したことは支持された。つまり、体育学習集団における生徒の社会学的アンビバラ
ンスや逸脱的行為に対して、ネガティブ・フィードバックをかける教師の役割が制度とし
て固定化されているため、集団は構造維持されているといえる。ただし、既存の役割期待
や行動規範に対して成員が社会学的アンビバランスを持ち、それを契機として逸脱的行動
が表出した場合に、指導者や管理者がその逸脱的行為を受け入れ、新たな役割期待や行動
規範を構築するように対処したときには、体育学習集団は構造生成することが示唆された。 
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以上の結論から、青少年期のスポーツ集団における社会学的アンビバランスあるいは逸
脱的行為を、これまでのように集団維持のためにネガティブ・フィードバックを働かせて
社会化するのではなく、むしろ新たな役割期待あるいは行動規範を創出する契機であると
の認識を通してこれを包摂し、集団を構造生成あるいは再構築に向かわせるポジティブ・
フィードバックのメカニズムを働かせることで問題解決をはかる自己組織性による方法は、
今後、青少年期のスポーツ集団の運営の在り方に影響を及ぼすものであると考えられる。  
